
第一部
第一部

（１）ɾにؔ͢Δ情報のൃදとୡ
　地震による災害には、主に、地震時の揺れ（地震動）によるものと、地震に伴って発生する津波によ

るものとがあります。これらの災害を軽ݮするため、気象庁は、地震と津波を24 時間体制で監視し、そ

の発生時には、予測や観測結果の情報を迅速に発表します。地震発生直後の地震及び津波の情報は、

防災関係機関の初動対応などに活用されています。

Ξɽʹؔ͢Δใ
ɾͷࢹ
　気象庁は、全国約 280 か所に設置した地震計や、（ಠ）防災科学技術研究所等の関係機関の地震計

のデータを集約して、地震の発生を24 時間体制で監視しています。また、地面の揺れの強さを測る震度

計を全国約 660 か所に設置し、地震発生時には、これらの震度計及び地方公共ஂ体や（ಠ）防災科学

技術研究所が設置した震度計のデータを集約（全国で合計約 4400 か所）しています。気象庁は、これ

らのデータを基に、地震発生時には次の情報を発表します。

� ɾͱՐࢁʹؔ͢る情報

地震情報࡞ɾ伝達のྲྀΕ
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ɾٸۓใ（ಈܯใɾಈ༧ใ）
　緊急地震速報は、地震の発生直後に、震ݯに近い地震計でとらえた観測データを解析して震ݯや地

震のن（マグニチュード）を直ちに推定し、これに基ͮいて各地での主要動の到達時刻や震度を予測し、

可能な限りૉૣく知らせる地震動の予報及び警報のことです。強い揺れの前に、自らの身をकったり、

ྻंのスピードをམとしたり、あるいは工場等で機ց制御を行ったりして、被害の軽ݮを図ります。震度 5 

ऑ以上の揺れを予測した際には、震度 4 以上の揺れが予想される地域に対し、緊急地震速報（警報）

を発表し、テレビ・ラジオ・携帯電話等を通じてお知らせします。また、民間の予報業務ڐ可事業者は

ઐ用端末等を開発しԻや文字等で緊急地震速報（予報）を知らせるサービスを行っています。

ɾ؍ଌͨ݁͠ՌΛཧͨ͠ใ
　気象庁は、観測した地震波形などのデータから推定した震ݯの位置、マグニチュードや観測した震度（揺

れの強さ）などの情報を迅速に発表しています。地震発生の約 1 分半後には、震度 3 以上が観測されて

いる地域を示す「震度速報」を、その後、震ݯの位置や震度 3 以上を観測した市町村໊など、観測デー

タの収集にあわせて詳細な情報を発表します。震度の情報はテレビやラジオなどで報道される他、防災

関係機関の初動対応の基४や災害応急対策の基४として活用されています。

ɹɹ

地震؍ଌ 地震情報に׆用している震؍ଌ
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Πɽʹؔ͢Δใ
ɾͷࢹ
　気象庁では、津波を伴う可能性のあるنの大きな地震が発生した場合には、Ԋ؛及びԭ合に設置
した津波観測施設を用いて津波の状況を監視しています。監視には、気象庁が設置した全国約 80 か所
の津波観測施設に、関係機関が設置した施設も加えた、全国約 220 か所からのデータを活用しています。
このうちԭ合については、ケーϒル式ւఈ津波計や、国土交通省ߓ局が整備した GPS 波࿘計に加え、

「平成 23 年（2011 年）東地方ଠ平༸ԭ地震」の後は、ϒイ式ւఈ津波計も新たに整備し、津波の監
視に活用しています。気象庁では、地震計のデータやこれらの津波の監視に用いているデータを基に、
地震により日本Ԋ؛に津波が到達するおそれがある場合や、津波を観測した場合には、次の情報を発表
します。

 

䝯䞊䝖䝹
䜻䝻

地震情報
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ɾܯใɾҙใɺใɺ༧ใ
　地震と同時に発生する地֪変動によってւఈ面が大きく持ち上がったり下がったりすると、津波
が発生します。気象庁は、ւ域でنの大きな地震が発生し、域へ浸水するなど重大な災害が起
こるおそれのある津波が予想される場合には津波警報（高さ 1 メートル超）を、よりਙ大な災害と
なるおそれがある場合は大津波警報（高さ 3 メートル超）を、ւの中やւ؛、河ޱ近で災害の起
こるおそれのある津波が予想される場合には津波注意報（高さ 0.2 メートル以上）を発表します。
津波警報・注意報を発表した場合には、津波の到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報
なども発表し、また、Ԋ؛で津波を観測した場合は、第一波の到着時刻、最大の高さなど、観測状
況を発表します。さらに、ԭ合で津波を観測した場合には、ԭ合における第一波の到達時刻、最大
の高さなどに加え、ԭ合の観測値から推定されるԊ؛での津波の到達時刻や高さも発表します。ま
た、地震発生後、津波が予想されても災害が起こるおそれがない 0.2 メートル未ຬの高さの場合には、
津波予報（एׯのւ面変動）を発表します。

؍ଌ
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情報

予報
津波予報 

予想される海面の状況 内容 

津波が予想されないとき 
津波の心配なしの旨を地震情報に含めて

発表します。 

0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき 

高いところでも 0.2ｍ未満の海面変動のた

め被害の心配はなく、特段の防災対応の

必要がない旨を発表します。 

津波注意報解除後も海面変動が継続するとき 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入

っての作業や釣り、海水浴などに際しては

十分に留意する必要がある旨を発表しま

す。 

 

ሗ䛾✀㢮 ෆᐜ

ὠἼ฿㐩ண้䞉ண䛥䜜䜛ὠἼ䛾㧗䛥
䛻㛵䛩䜛ሗ

ྛᆅ䛾‶₻้䞉ὠἼ฿㐩ண้䛻㛵䛩
䜛ሗ

Ἀྜ䛾ὠἼほ 䛻㛵䛩䜛ሗ

ὠἼほ 䛻㛵䛩䜛ሗ

ྛὠἼணሗ༊䛾ὠἼ䛾฿㐩ண้䜔ண䛥䜜
䜛ὠἼ䛾㧗䛥䜢Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

䛺ᆅⅬ䛾‶₻้䞉ὠἼ䛾฿㐩ண้䜢Ⓨ
⾲䛧䜎䛩䚹

Ἀྜ䛷ほ 䛧䛯ὠἼ䛾้䜔㧗䛥䚸ཬ䜃Ἀྜ䛾ほ
 ್䛛䜙᥎ᐃ䛥䜜䜛ἢᓊ䛷䛾ὠἼ䛾฿㐩้䜔㧗
䛥䜢ὠἼணሗ༊༢䛷Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

ἢᓊ䛷ほ 䛧䛯ὠἼ䛾้䜔㧗䛥䜢Ⓨ⾲䛧䜎䛩䚹

 

ܯ報ɾҙ報

ὠἼ㆙ሗ䞉ὀពሗ
䛾✀㢮

ゎㄝ 䛸䜛䜉䛝⾜ື

㧗䛔䛸䛣䜝䛷䠏䡉䜢㉸䛘䜛ὠἼ䛜ண䛥䜜䜎䛩䚹

㧗䛔䛸䛣䜝䛷䠍䡉䜢㉸䛘䚸䠏䡉௨ୗ䛾ὠἼ䛜ண
䛥䜜䜎䛩䚹

㧗䛔䛸䛣䜝䛷㻜㻚㻞䡉௨ୖ䚸䠍䡉௨ୗ䛾ὠἼ䛜ண
䛥䜜䚸ὠἼ䛻䜘䜛⅏ᐖ䛾䛚䛭䜜䛜䛒䜚䜎䛩䚹

ὠἼ㆙ሗ

ὠἼ㆙ሗ

ὠἼὀពሗ

䛯䛰䛱䛻㧗ྎ䜔㑊㞴䝡䝹
䛺䛹Ᏻ䛺ሙᡤ䜈㑊㞴䛩
䜛䚹

䛯䛰䛱䛻ᾏ䛛䜙ୖ䛜䜚䚸ᾏ
ᓊ䛛䜙㞳䜜䜛䚹
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ɽௐࠪڀݚͷਪਐͱͦͷՌͷ気象業務ͷ׆༻
　「平成 7 年（1995 年）ฌݝݿೆ෦地震」（阪ਆ・୶࿏大震災）をܖ機に制定された地震防災対策
特別ા置法（平成 7 年法第 111 ߸）により、政府の特別の機関として地震調査研究推進本෦が設
置されました。気象庁では、この地震調査研究推進本෦が策定した「地震に関する基൫的調査観測
計ը」に基ͮいて、平成 9 年より大学や（ಠ） 防災科学技術研究所などの関係機関の地震観測デー
タの提供を受けています。これらのデータをもとに、気象庁では文෦科学省とڠ力して、我が国や
そのपลで発生する地震活動の把握に努めています。気象庁に関係機関のデータを集めて処理した
ことにより、খさい地震の震ݯも求まるようになり、詳細な地震活動の把握が可能となりました。
気象庁では、これらの結果を地震情報に活用するとともに、地震調査研究を推進するため、地震活
動のධ価を行っている地震調査研究推進本෦地震調査ҕ員会や、大学など関係機関へ提供していま
す。

コラム

　気象ிにؔؔػのσーλをूΊてॲཧする
ことͰ、Ͱはマάχチϡーυ���Αりখ͞い
地のݯまͰࢉܭすることがͰきます。この
ͨΊ、ݯをܾఆしͨ地のは�Ҏ্を
。ଌしͨ地のΑりもͣͬとଟ͘なります؍
ฏ��ʢ����ʣ͔Βฏ��ʢ����
ʣまͰの��ؒは、�͋ͨりの地は��
ສ回લޙͰ、これはಉؒظに�Ҏ্を؍ଌ
しͨ地のの��ഒにͨります。
　ฏ��ʢ����ʣには、౦地ํଠฏ༸
ԭ地のൃੜに͏༨༨Ҭ周ลの地׆
ಈのൃ׆ԽにΑり、ݯをܾఆしͨ地のは
��ສ回をえඇৗにଟ͘なりましͨ。ಉ�݄
͔Β�݄のؒظにͭいてはまܾͩݯఆۀ࡞が
ऴΘͬていないͨΊ、ͦޙࠓのはߋに૿える
ことになります。ฏ��ʢ����ʣは��
ສ回とલΑりもݮりましͨが、な͓ҎલΑり
はଟいঢ়ଶͰす。

˙�ؒの地のճ

マάχνューυ3�0Ҏ্の地震の震ԝ
（ฏ��年）

 

 

地震の 
規模(Ｍ)

深さ 
(km) 
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Τɽ౦ւҬͷɾ֪มಈͷࢹͱใఏڙ
　東ւ地震は、ॣ河から静Ԭݝの内෦を震ݯ域とし、いつ発生してもおかしくないと考えられ
ている大نな地震で、現在、科学的な直前予知の可能性がある地震と考えられています。東ւ地
震はプレート（地ٿ表面を෴うްさ数ेʙ百キロメートル程度のؠੴの層）同士の境界で起こる地
震です。プレート境界の一෦は普段は強くくっついています。東ւ地震の前にはこのྖ域の一෦が
গしずつすり始め、最ऴ的に急ܹに大きくずれて強い揺れを発生させ東ւ地震になると考えられ
ています。このগしずつすり始める現象を「前兆すり（プレスリップ）」といいます。東ւ地
震の予知は、この前兆すりに伴う地൫の৳びॖみ（地֪変動）をଊえることで行います。気象庁は、
東ւ地震の発生を予知し、国民の防災・ݮ災行動に役立てるため、関係機関のڠ力を得て、東ւ地
域とそのपลに展開された地震計やひずみ計などのデータを収集し、この地域の地震と地֪変動を
24 時間体制で監視しています。

　気象庁は、観測データに異常が現れた場合、地震等のઐ家から構成される地震防災対策強化地
域判定会（判定会）を開催し、東ւ地震に結びつくかどうかを「東ւ地震に関連する情報」で発表
します。防災機関等はこの情報内容に応じた段階的な防災対応をとります。
　ただし、前兆すりがখさい場合など、必ずしも前兆現象をଊえることができず、上هの情報を
発表できないまま東ւ地震が発生することもありえます。

౦ւ地震のఆ震ݯҬと地震ɾ地֪มಈ؍ଌ
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౦ւ地震にؔ࿈する情報

౦ւ地震にؔ࿈する情報のྲྀΕ
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コラム

　地のൃੜを͋Β͔͡Ί༧することは、ຊͰはҰൠに、地「༧」とݺͼशΘ͞れてきまし
ͨ。し͔し、ۙ࠷、地「༧ଌ」とい͏ݴ༿を͏͓とい͏ಈきをχϡーεࣄهͰ͚͔ݟるΑ͏に
なりましͨ。༧と༧ଌは、いͣれもՊֶతࠜڌにͮ͘ج༧Ͱ͋ることにҧいは͋りまͤΜが、ͦ
の༻๏はこれまͰඞͣしも明֬に۠ผ͞れていまͤΜͰしͨ。いͣれにͤΑ、現ࡏの地ֶͰは地
の༧ɾ༧ଌは࣮༻ஈ֊Ͱはな͘ڀݚஈ֊に͋ります。
　ͦの中Ͱ、౦海地にͭいては、現ࡏຊͰ།Ұ、ظલ༧がͰきるՄੑが͋る地とߟえ
Βれています。ͦのࠜڌとしては、ᶃ༧ݯҬの周ลにਫ਼のߴい؍ଌがඋ͞れていること、
ᶄՊֶతにࠜڌの͋るલஹ現象ʢલஹすりʣを͏Մੑが͋るとߟえΒれること、͞ Βに、ᶅଊ
えΒれͨ現象がલஹ現象ʢલஹすりʣͰ͋る͔൱͔をՊֶతにஅするͨΊのج४が͋ることの�
ͭが͛ڍΒれます。
　ͨͩし、౦海地にͭいてもൃੜ࣌をࢦఆしͨ༧を͏ߦことはͰきまͤΜし、લஹ現象Ͱ͋る
લஹすりがܹٸにਐΜͩ߹খ͞い߹にはظલ༧がͰきない߹が͋ります。
　「˓݄ʷに大地がىこる」とい͏をࣖにすることが͋りますが、ൃੜ࣌をࢦఆしͨใは
。のないͰすのͰ͝ҙͩ͘͞いڌࠜ

˙地の༧と༧ଌ
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（２）Րࢁのࢹと防災情報
ΞɽՐࢁͷࢹ
ᶃ 110 ɾใηϯλʔࢹࢁͱՐࢁՐ׆

　我が国には 110 の活火山があります。気象庁では、気象庁本庁（東京）及びࡳຈ・ઋ台・Ԭの各

区気象台に設置された「火山監視・情報センター」において、これらの活火山の火山活動を監視していま

す。110 の活火山のうち、「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山火

予知連བྷ会によって選定された 47 火山については、火の前兆をଊえて火警報等を適確に発表する

ために、地震計、ࣼ計、空振計、GPS 観測装置、遠カメラ等の観測施設を整備し、関係機関（大

学等研究機関や自治体・防災機関等）からのデータ提供も受け、火山活動を 24 時間体制で常時観測・

監視しています。

　また、47 火山以外の火山もؚめて、各センターの「火山機動観測൝」が現地に出向き計ը的に調査

観測を行っており、火山活動に高まりが見られた場合には、必要に応じて現象をより詳細に把握するため

に機動的に観測体制を強化しています。特に気活動の活発化・拡大がみられているଫϲ原（山ݝ）

については、現地の立山室ಊにྟ時の地震計を設置して平成 24 年（2012 年）11 月から活動を 24 時間

体制で監視しています。

　全国 110 の活火山について、観測・監視の成果を用いて火山活動のධ価を行い、ډ住地域や火ޱप

ลに影ڹを及ぼすような火の発生や火の危険が及Ϳൣғの拡大が予想された場合には「警戒が必要

なൣғ」（このൣғに入った場合には生命に危険が及Ϳ）を明示して火警報を発表しています。

Րࢹࢁ情報センターに͓͚る࣌��間ࢹとՐܯ報のൃද
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コラム

　ฏ��ʢ����ʣにՐࢁՐ༧࿈བྷձはň֓Ͷ�ສҎにՐしͨՐٴࢁͼ現ൃ׆ࡏな
気׆ಈの͋るՐࢁŉを׆Րࢁとఆٛししましͨ。׆Րࢁのは現ࡏ���となͬています。
　͞Βに、ՐࢁՐ༧࿈བྷձͰはฏ��ʢ����ʣ�݄、これΒ���Րࢁの͏ͪ、ޙࠓ���
ఔのؒظのՐのՄੑٴͼࣾձతӨڹを౿まえ「ՐࢁࡂのͨΊにࢹɾ؍ଌ体੍のॆ࣮
のඞཁが͋るՐࢁ」として��Րࢁがબఆ͞れましͨ。な͓、ฏ��ʢ����ʣ�݄にൃ表͞れ
ͨ「Ր׆ࢁಈにΑる׆Րࢁのྨʢϥϯク͚ʣ」は、ޙࠓのՐのՄੑࣾձతなӨڹがྀߟ
͞れていないこと͔Β、現ࡏ、気象ிͰは༻していまͤΜ。
　気象ிͰは、ՐࢁՐ༧࿈བྷձにΑͬてબఆ͞れͨ��Րࢁのすてにରして、৽ͨな؍ଌࢪઃ
ʢ地ܭࣼ、ܭ、ۭৼܭ、̜ ଌ؍ͼԕΧϝϥʣをඋしましͨ。৽ͨにඋしͨٴଌஔ؍̨̥
Իをආ͚るͨΊਂ͞���ϝーτϧのࡶଌをআき、地্の؍は、Ұ෦ܭࣼɾܭઃの͏ͪ地ࢪ
、ߴҪのఈにઃஔし 。ଌがՄとなりましͨ؍なײ

˙ՐࢁࡂのͨΊʹࢹɾ؍ଌମ੍のॆ࣮͕ඞཁͳՐࢁ

શ国��0׆ՐࢁとՐࢁՐ予࿈བྷձによͬてબఆ͞Εた��Րࢁ
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ᶄՐ׆ࢁಈΛଊ͑ΔͨΊͷ؍ଌ

　気象庁では、火山पลに配置した地震計、ࣼ計、空振計、̨̜̥観測装置及び遠カメラによ

る観測データ等をリアルタイムに伝送して、関係機関からのデータ提供も受け、火山監視・情報センタ

ーにおいて全国の活火山の活動を24 時間体制で監視しています。

˓ಈ؍ଌ（ܭʹΑΔՐੑࢁඍಈͷ؍ଌ）

˓ۭৼ؍ଌ（ۭৼܭʹΑΔԻ؍ଌ）

　震動観測は、地震計により、火山体内෦で発生するඍখな地震（火山性地震やඍ動）をとらえるも

のです。空振観測は、火山の爆発的火などで生じる空気の振動をとらえるものです。天ީ不良等に

より遠カメラで火山の状況を監視できない場合でも、地震هや空振ه等より、火の発生とن

をいちૣく検知することができます。

˓֪มಈ؍ଌ（ܭࣼɺ(P4ʹΑΔ֪มಈ؍ଌ）

　地֪変動観測は、地下のマグマの活動等に伴って生じる地൫のࣼ変化やு・収ॖを観測するも

のです。ࣼ計では火山पลで発生するごくඍখなࣼ変化をとらえることができ、また、GPS 観測

装置では、他の GPS 観測

装置と組み合わせることで、

火山पลの地֪の変形を検

出することができます。いず

れも地下のマグマཷまりの

ுや収ॖを知り、火山活動

の推移を予想（ධ価）するた

めの重要な手段となります。

˓ԕ؍ଌ（ײߴΧϝϥʹΑΔ؍ଌ）

　遠観測は、定まった地点から火山を遠

し、Ԏの高さ、৭、出物（火山փ、ੴ

など）、火өなどの発光現象等を観測するもの

です。星明かりの下でも観測ができる高ײ度の

遠カメラを設置しています。

ۭৼܭ
ܭ

(P4؍ଌஔ ܭࣼ
（ຒઃʹଌ؍）

�ଌʹΑΓɺ200؍ܭࣼ ͷ
ઙؒࢁՐͰ؍ଌ͞Εͨࣼมಈ

Χϝϥײߴ ଌ؍ʹԕΧϝϥͰؒײߴ
͞ΕͨࡩౡͷՐ�
（200�  2݄ 1）
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　気象庁では、火時等には必要に応じて火山機動観測൝をݣして観測を行い、火山活動の正確な把

握に努めています。また、24時間体制で監視している47火山以外の活火山もؚめ、火山機動観測൝が平常

時から計ը的に現地にෝき、ྟ 時のGPS観測、や火山Ψスなど上からの現地観測やϔリコプター（関

係機関のڠ力による）による上空からの観測等を実施し、継続的な火山活動把握・ධ価に努めています。

˓؍ଌ

　外ө像装置を用いて火ޱपลの地表面温度分布を観測することにより、活動の状ଶを把握します。

ଌ؍্ػ˓

　　関係機関のڠ力により、上空からカメラや外ө像装置を用いて、地上からでは近ͮけない火ޱ内

　の様子（温度分布やԎの状況）や出物分布を詳しく調査・把握し、火山活動のධ価に活用します。

˓ՐࢁΨε؍ଌ

　　火ޱから放出される火山Ψスには、水ৠ気、二ࢎ化ૉ、二ࢎ化ེԫ、ེ化水ૉなど様 な々成分がؚ

　まれています。気象庁では、খ型ࢵ外線スペクトロメータ（COMP6SS）という装置を用いて二ࢎ化ེԫ

　の放出量を観測し、火山活動のධ価に活用します。

˓ग़ௐࠪ

　　火が発生した場合には、火のنや特等を把握するため、大学等研究機関とڠ力して降փや

　出物の調査を行い、火山活動のධ価に活用します。

ઙؒࢁࢁՐޱͷ༷܈）ࢠഅݝͷྗڠʹ
ΑΔ؍্ػଌɺ200�  7݄ 24 ）

ՐޙͷࣁѨַפ
ւಓͷྗڠʹΑΔ
（200�  11 ݄ 2� ）

ग़ͷௐࠪ（ઙؒࢁ）

ޱͱতՐޱՐࢁౡೆַࡩ
ւ্ࣗӴୂͷྗڠʹΑΔ
（2011  11 ݄ 15 ）

߱փௐࠪ（ઙؒࢁ͔Β̐ᶳۙ）

ౡͷΨεΛେྔʹؚΉԎࡾ
（2002  1݄）

ઙؒࢁ 200�  2݄ 2ͷ
Րʹ͏߱փ

ઙؒࢁࢁՐޱपลͷද໘Թ
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ΠɽࡂΛҾ͖͢͜ىओͳՐݱࢁ象
　火山は時として大きな災害を引き起こします。災害の要Ҽとなる主な火山現象には、大きなੴ、火ࡅ流、

融ઇ型火山ట流、༹ؠ流、খさなੴ・火山փ、土ੴ流、火山Ψス等があります。特に、大きなੴ、

火ࡅ流、融ઇ型火山ట流は、火に伴って発生し、避難までの時間的༛予がほとんどなく、生命に対す

る危険性が高いため、防災対策上重要度の高い火山現象として位置けられており、火警報や避難計

ըを活用した事前の避難が必要です。

ɾେ͖ͳੴ　爆発的な火によって火ޱからਧきඈばされる直ܘ約 50cm 以上の大きなؠੴ等は、風

の影ڹを受けずに火ޱから道をඳいてඈࢄして短時間でམ下し、建物のࠜを打ちഁるほどのഁյ力

を持っています。大きなੴによる被害は火ޱपลの֓ね 2 ʙ 4km 以内に限られますが、過去、登山者

等がࢮইする災害が発生しており、火警報等を活用した事前の入山ن制や避難が必要です。

ɾՐྲྀࡅ　高温の火山փやؠմ、空気や水ৠ気が一体となって急速に山体を流下する現象です。نの

大きなԎபや༹ؠドームの่յなどにより発生します。大نな場合は地形の起෬にかかわらず広ൣ

ғに広がり、通過域をমࣦさせるۃめてڪろしい火山現象です。流下速度は時速数े km から百数े

km、温度は数百ˆにも達します。火ࡅ流から身をकることは不可能で、火警報等を活用した事前の避

難が必要です。

ɾ༥ઇܕՐࢁటྲྀ　積ઇ期の火山において火に伴う火ࡅ流等のによってࣼ面のઇが融かされて大量

の水が発生し、पลの土砂やؠੴをרきࠐみながら高速で流下する現象です。流下速度は時速 60km を

超えることもあり、୩ےやԊいをはるか遠方まで一気に流下し、大نな災害を引き起こしやすい火山

現象です。積ઇ期の火時等には融ઇ型火山ట流の発生を確認する前にあらかじめ避難が必要です。

ɾ༹ྲྀؠ　マグマが火ޱから出して高温のӷ体のまま地表を流れ下るものです。地形や༹ؠの温度・組

成にもよりますが、流下速度は比較的く基本的にె歩による避難が可能です。

ɾখ͞ͳੴɾՐࢁփ　火により出したখさなݻ形物で、ཻܘがখさいほど遠くまで風に流されて降

下します。খさなੴは 10km 以上遠方まで運ばれ降下する場合もありますが、出してから地面に降下

するまでに数分ʙे数分かかることから、火山の風下側で爆発的火に気いたら内等にୀ避するこ

とで身をकれます。火山փは、時には数े km から数百 km 以上運ばれて広域に降下・ଯ積し、農作物

の被害、交通障害、家յ、ߤ空機のエンジントラϒルなど広く社会生活にਂ刻な影ڹを及ぼします。

ɾՐࢁΨε　火山地域ではマグマに༹けている水ৠ気や二ࢎ化ૉ、二ࢎ化ེԫ、ེ化水ૉ等の様 な々

成分が気体となって放出されます。Ψスの成分によっては人体にѱ影ڹを及ぼし、過去にࢮ事ނも発生

しています。

防災ର্ࡦ重ཁのߴいՐݱࢁ象

ઙؒࢁͷੴ（ฏ 17 �݄ 4ࡱӨ） ӢઋַͷՐྲྀࡅ（ฏ 6 6݄ 24 ） ेউַͷ༥ઇܕՐࢁటྲྀ（େਖ਼ 15 5݄ 24 ）
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ɽՐܯใɾ༧ใ
ᶃՐܯใɾ༧ใͷର象ൣғ

　気象庁は、火災害軽ݮのため、全国 110 の活火山を対象として、観測・監視・ධ価の結果に基ͮ

き火警報・予報を発表しています。火警報は、火に伴って発生し生命に危険を及ぼす火山現象（大

きなੴ、火ࡅ流、融ઇ型火山ట流等、発生から短時間で火ޱपลやډ住地域に到達し、避難までの

時間的༛予がほとんどない現象）の発生やその危険が及Ϳൣғの拡大が予想される場合に、「警戒が必

要なൣғ」（生命に危険を及ぼすൣғ）を明示して発表します。

ᶄՐܯใɾ༧ใͷ໊শ

　火警報は、「警戒が必要なൣғ」が火ޱपลに限られる場合は「火警報（火ޱपล）」（略শは「火

、として発表し「（住地域ډ）火警報」住地域まで及Ϳ場合はډपล警報」）、「警戒が必要なൣғ」がޱ

ւఈ火山については「火警報（पลւ域）」として発表します。これらの火警報は、報道機関、都

道府ݝ等の関係機関に通知されると直ちに住民等にप知されます。火警報を解আする場合等には「

火予報」を発表します。

　また、火警戒レベルが運用されている火山では、平常時からの地元の火山防災ٞڠ会で合意された

避難計ը等に基ͮき、気象庁は火警戒レベルをして火警報・予報を発表し、地元の市町村等の

防災機関は入山ن制や避難ק告等の防災対応を実施します。

ΤɽՐܯռϨϕϧ
ᶃʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯͱʮͱΔ͖ࡂରԠʯ

　火警戒レベルは、火山活動の状況

に応じた「警戒が必要なൣғ」と防災機

関や住民等の「とるき防災対応」を̑

段階に区分して発表する指ඪです。

　国全体の火山防災の基本方を定め

た防災基本計ը（火山災害対策編）と

「火時等の避難に係る火山防災体制の指」に基ͮき、各火山の地元の都道府ݝ等は、火山防災ٞڠ

会（都道府ݝ、市町村、気象台、砂防෦局、火山ઐ家等で構成）を設置し、平常時から火時の避難に

Րܯ報のछྨと「ܯռ͕ඞཁなൣғ」にͭいて

Րࢁ防災ٞڠձɺՐܯռϨϕϧɺආܭըのؔにͭいて

106



第一部
第一部

ୈ�෦　気象ۀͷݱঢ়ͱޙࠓ

ついて共同で検討を行っています。火山防災ٞڠ会での共同検討の結果、火山活動の状況に応じた避

難開始時期・避難対象地域が設定され、火警戒レベルに応じた「警戒が必要なൣғ」と「とるき防

災対応」が市町村・都道府ݝの「地域防災計ը」に定められた火山で、火警戒レベルは運用が開始さ

れます。

　火警戒レベルが運用されている火山では、平常時のうちに火山防災ٞڠ会で合意された避難計ըの

避難開始時期・避難対象地域の設定に基ͮき、気象庁は「警戒が必要なൣғ」を明示し、火警戒レ

ベルをして、地元の避難計ըと一体的に火警報・予報を発表します。市町村等の防災機関では、あ

らかじめ合意されたൣғに対して迅速に入山ن制や避難ק告等の防災対応をとることができ、火災害

の軽ݮにつながることが期待されます。

　火警戒レベルの活用事例として、平成 21 年 2 月のઙ間山火の際には、火の前日に前兆現象を

ଊえた気象庁は火警戒レベル （̏入山ن制）を発表し、あらかじめ火山防災ٞڠ会で合意されていた

ਃし合わせに基ͮいて、地元の関係機関によって入山ن制の対応が迅速にとられました。

ᶄՐܯռϨϕϧͷઃఆͱվળ
　火警戒レベルは、「火山防災のために監視・観測体制の充実等が必要な火山」として火山火予知

連བྷ会によって選定された 47 火山のうち、29 火山（平成 25 年 4 月現在）で運用されています。今後、

このほかの火山もؚめ、地元の火山防災ٞڠ会における避難計ը（いつ・どこから誰が・どこへ・どのよ

うに避難するか）の共同検討を通じて、火警戒レベル（いつ・どこから誰が避難するか）の設定やվ

ળを地元の気象台をؚむ関係機関が共同で進めていきます。

Րܯ報とՐܯռϨϕϧ
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ΦɽͦͷଞͷՐݱࢁ象ʹؔ͢Δ༧ใ
　火警報等でѻう火山現象以外にも、火山現象に関する予報として降փ予報と火山Ψス予報を発表し

ています。

ΧɽՐݱࢁ象ʹؔ͢Δใ
　火警報や上هの予報のほか、火山現象に関する情報を発表することにより、火山活動の状況等を

प知しています。

ΩɽՐࢁՐ༧࿈བྷձ
　火山火予知連བྷ会は、「火山火予知計ը」の一環として計ըをԁに推進するため、昭和 49 年

に設けられた組織です。連བྷ会は、火山火予知に関する研究成果や情報の交換や、各火山の観測資

料を検討して火山活動についての総合的判断、火予知に関する研究および観測体制を整備するための

検討も行います。

　連བྷ会は、学識経験者や関係機関のઐ家から構成され、定例会として年̏回開かれます。事務局は

気象庁が担当しています。

ணሗ䛾✀㢮 Ⓨ⾲ᇶ‽ ෆᐜ

㝆⅊ணሗ

ⅆᒣ䜺䝇ணሗ

ⅆᒣ⅊䛜㝆䜛䛸ண䛥䜜䜛ᆅᇦ䜢
Ⓨ⾲

ⅆᒣ䜺䝇䛾⃰ᗘ䛜㧗䜎䜛ྍ⬟ᛶ䛾
䛒䜛ᆅᇦ䜢Ⓨ⾲

୍ᐃつᶍ௨ୖ䛾ᄇⅆ䛜Ⓨ⏕䛧䛯ሙྜ

ᒃఫᆅᇦ䛻㛗ᮇ㛫ᙳ㡪䛩䜛䜘䛖䛺ከ㔞
䛾ⅆᒣ䜺䝇䛾ᨺฟ䛜䛒䜛ሙྜ

 

情報の種類 内容

火山の状況に関する解説情報
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、定期
的または臨時に解説する情報

火山活動解説資料
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期的
または臨時に解説する資料

週間火山概況 過去1週間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

月間火山概況 前月1ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料

噴火に関する火山観測報 噴火が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情報

ՐࢁՐ予࿈བྷձのఆྫձ
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コラム

　੩Ԭݝҏ౦ࢢԊ͔؛Βԭ߹のྖҬͰは、����Ҏ߱ൃ܈తな地׆ಈが��回ൃੜしています。この地
׆ಈは、マάマがઙいとこΖ্ঢすることにΑͬ てىこͬ ているとߟえΒれます。����̓ ݄には、ҏ౦ࢢ
ԭ̏ LNの海ఈʢखੴ海ٰʣͰ༗࢙ҎདྷॳΊてのՐがൃੜしましͨ。ҏ౾౦෦Ր܈ࢁͰは、Րがॅډ地Ҭ
の周ลԼͰൃੜし͏ るとい͏ಛघੑが͋り、Րに͏大きなੴϕーεαーδʢؠմのࠞͬ͡ ͨԣ
な り͙のԎがਫ面্をঢ়にߴͰがる現象ʣがॅډ地Ҭにٴ
Ϳ͓ͦれが͋るͨΊ、ՐのՄੑがߴまͬͨஈ֊Ͱ、ॅ ຽޫ؍
٬のࣄલආがඞཁとなります。
　ฏ��ʢ����ʣ݄̏、ՐのࡂରࡦをਐΊることを
తに、੩Ԭݝ、ҏ౦ࢢをؚΉ̐ ࢢ̍ ொ、ࠃのػ ʢؔ気象ி、পՏࠃ
ಓࣄॴなどʣ、ઐՈʢ੩Ԭ大ֶ、౦ژ大ֶʣͰߏする「ҏ౾౦෦
Ր܈ࢁٞڠࡂձ」ʢՐࢁٞڠࡂձʣをઃஔし、ආܭըをڞಉͰ
。ఆしていますࡦ
　ฏ��には、ҏ౦ࢢのҰ෦地۠のආܭը、ಓ࿏ٸۓ、੍ن
ࡢ、ఆしましͨ。まͨ、��݄��にはࡦಉͰڞの࿈བྷ体੍を࣌
にଓき、࣌ٸۓのՐࢁٞڠࡂձの ʢׂࢢにରするආର象地
Ҭのॿݴʣを֬ೝするͨΊの߹ಉਤ্܇࿅をߦいましͨ。
、がൃ表͞れ「௨しにؔするใݟಈの׆地」ଌし、気象ி͔Β؍࿅は、マάマの্ঢに͏地֪มಈを܇　
ಈ̑׆地ൃ܈ ऑの地がൃੜしͨͨΊ、ҏ౦ࢢͰは、ࡂରࡦຊ෦をઃஔし、ٸۓにՐࢁٞڠࡂձ
の「コΞάϧーϓձٞ」ʢආର象地Ҭのٕज़తݕ౼を͏ߦձٞʣの։࠵を֤ؔػにݺͼ͔͚るとい͏面͔Β
։࢝しましͨ。
　ՐࢁٞڠࡂձͰは、気象ி͔ΒՐܯռϨϕϧ̐ʢආ४උʣ、Ϩϕϧ̑ʢආʣがൃ表͞れͨ߹には、ҏ౦
ԭ周ลの��ྖҬに۠Βれ 「ͨՐがൃੜするՄੑの͋るൣғ」の͏ͪの地׆ಈがൃੜしているྖҬを
「ఆՐޱҬ」にઃఆし、ͦ の周ล֓Ͷ̎ LNの「ܯռがඞཁなൣғ」
のॅຽにରしてආ४උɾආをݺͼ͔͚るとい͏体੍をとͬ てい
ますʢਤࢀরʣ。
、ޙҬを説明しͨޱఆՐگಈのঢ়׆ࢁ࿅Ͱは、気象ி͔ΒՐ܇　
ҏ౦͔ࢢΒର象地۠のॅຽʢࠓ回は����໊ʣのආํ๏、ආ
ॴ、ަ ௨੍ن、֤ ֤、Θれߦの࿈བྷ体੍の説明がؔػ Βもॅ͔ؔػ
ຽආにରするҏ౦ࢢのࢧԉɾ࿈ܞ体੍のใࠂがߦΘれましͨ。
ܯΊには、Րͨ͏ߦにॅຽආをਝに࣌ٸۓ、࿅Ͱ܇回のࠓ　
ռϨϕϧ̐ ൃ表લのૣいஈ֊͔Βྟ࣌のコΞάϧーϓձٞを։࠵し、
Ր࣌のࡂରԠの֬ೝを͏ߦඞཁが͋ることが͔りましͨ。Ր
してؔࢪ࿅を࣮܇もޙࠓ、Βॅຽのੜ໋を守るͨΊに͔ࡂࢁ
ऀのؒͰ「ࡂରԠのΠϝーδڞ༗」を֬ ɾཱҡ࣋してい こ͘とが、い
Ͱࡦରࡂもॏཁな࠷こる͔͔ΒないՐのඋえとしてىͭ
す。

˙ҏ౾౦෦Ր܈ࢁٞڠࡂձͰ࣮ͨ͠ࢪ
　ՐܯռϨϕϧ̐Λఆͨ͠߹ಉਤ্܇࿅

ਤ্܇࿅ͷ༷ࢠ（ฏ 24 11 ݄ 2� ）

ռ͕ඞཁܯҬʯͱʮޱ࿅Ͱઃఆͨ͠ʮఆՐ܇
ͳൣғʯ（ආ͕ඞཁͳൣғ）
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